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2024パリオリ・パラ機運醸成イベント実施業務 

業務委託仕様書 

 

 
委託者(公財)福岡県スポーツ推進基金(以下「甲」という)と受託者(以下「乙」とい

う)が実施する「2024パリオリ・パラ機運醸成イベント実施事業」の仕様を次のとお

り定める。 

 

1 業務概要 

甲が実施する 2024パリオリ・パラ機運醸成イベント(以下「イベント」という。)

の準備、運営を行う。 

イベントの概要(案)は以下のとおり。 

(1)開催時期  ２０２４年５月下旬～６月上旬の土曜又は日曜日の午後 

(2)開催場所  福岡市内 

(3)来場者数  ５００～１,０００名 

(4)プログラム  第 1部 オリンピック・パラリンピックに関するセミナー 

        第 2部 パリオリ・パラに出場予定の福岡ゆかりのアスリートの

紹介及び激励イベント 

(5)入場料   １,０００円／人（高校生以下無料） 

 

２ 委託内容 

(1)事務局の設置・運営 

当事業の実施に係る一切を掌握する事務局を設置し、当事業の適切な管理・運営

を行うこと。 

(2)イベントの全体企画及び準備 

①進行台本の作成 

②全体マニュアルの作成 

③その他必要書類の作成 

・簡易図面 

・進行スライド 

④設営・撤去に必要な機材・備品、スタッフの手配 

⑤サイン・パネルの制作 

⑥PRブースの設置 

(3)イベントの事前告知及び集客 

①ポスター、チラシの作成 

②マスメディアを通じた広報 

(4)イベントの運営 

①来場者の対応 

②イベントの進行 

③公式カメラマンによる記録 

④その他イベントを成功させるために必要な事項 

(5)業務に関する報告 

 

３ 業務実施体制 

業務の実施にあたっては、甲との事前協議のほか、準備から本番当日まで連絡調

整等が適時適切に行われるよう、体制を整えること。 

①当業務全体を一元管理する統轄責任者を配置し、以下を行うこと。 
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・関係者との交渉や連絡調整、関係者の管理 

・業務を効率的かつ遅滞なく遂行するための人員、体制の確保 

・業務を安全に実施するための管理・監督 

・経費の管理 

・甲から報告を求められた際の速やかな対応 

②乙はやむを得ない場合を除き、統轄責任者を変更しないこと。 

③乙は遅くとも契約締結までに統括責任者の氏名等を甲に通知すること。 

④業務実施にあたっては、他の業者等に再委託することができることとし、「９ 

再委託の扱い」により取り扱うこと。 

 

４ 業務実施計画書の作成 

契約締結後、乙は速やかに業務実施にかかる業務実施計画書(人員配置等実施体

制、業務実施に係る事務フロー、スケジュール等を記載)を提出し、甲の承認を得

ること。 

 

５ 業務対象経費 

委託業務の対象経費は、人件費、制作費、本事業の実施に必要な実費とし、事前

に見積書を提出し甲が承認したものとする。本事業の実施に必要な実費については

領収書等で確認ができるものに限る。 

ただし、以下の経費は対象としない。 

①土地・建物を取得するための経費 

②国や地方公共団体等の補助金、委託費等により既に支弁されている経費 

③委託者の飲食にかかる経費 

④汎用性があり、目的外使用になりうる物品の購入経費（自動車、パソコン、プリ

ンター等） 

⑤その他事業との関連が認められない経費 

 

６ 委託料の支払 

委託料の支払は、甲による履行確認後、契約金額を上限に乙からの請求により支

払うものとする。但し、乙から甲に対して委託料の概算払を請求し、甲がその必要

を認めた場合は、概算払をすることができる。 

 

７ 機密情報に関する機密保持 

(1)乙は、業務上知り得た情報を本業務以外の目的で利用せず、第三者に開示しな

いこと。 

(2)乙の責に起因する情報セキュリティインシデントが発生するなどの万一の事故

があった場合、乙は甲に直ちに報告し、損害に対する賠償等の責任を負うこと。 

(3)乙は、業務の履行中に受け取った情報を適切に管理し、業務終了後は返却又は

抹消等を行い復元不可能な状態にすること。 

 

８ 知的財産権、使用権等 

(1)本業務における成果物の原著作権及び二次的著作物の著作権（著作権法第 21条

から第 28条に定める全ての権利を含む。）は、乙が本業務の実施前から権利を

保有していた等の明確な理由によりあらかじめ権利譲渡不可能と示されたもの以

外は、全て甲に帰属するものとする。 
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(2)甲は、成果物について、第三者に権利が帰属する場合を除き、自由に複製、改

変等を行い、及びそれらの利用を第三者に許諾することができるとともに、任意

に開示できるものとする。 

(3)乙は、第三者が権利を有する著作物（以下「既存著作物等」という。）が含ま

れる場合には、乙は当該既存著作物等の使用に必要な費用の負担及び使用許諾契

約等に関わる一切の手続を行うこと。この場合、乙は当該既存著作物の内容につ

いて事前に甲の承認を得ることとし、甲は既存著作物等について当該許諾条件の

範囲で使用するものとする。 

(4)乙は、甲が成果物を契約期間内に活用する場合及び同期間内に甲が認めた上で

二次利用する場合、肖像権等による新たな費用が発生しないように措置するこ

と。 

 

９ 再委託の扱い 

(1)本業務の実施の一部を合理的な理由及び必要性により再委託する場合は、再委

託の相手方の商号又は名称及び住所並びに再委託を行う業務の範囲、再委託の必

要性等について記載した再委託承認申請書を甲に提出し、事前に承認を受けるこ

と。 

(2)乙は、再委託を行う場合は、以下の制限に留意すること。 

①事業の全てを一括して請け負わせてはならない。 

②事業の主たる部分(企画統括、業務遂行管理、手法決定及び技術的判断等)を請

け負わせてはならない。 

(3)甲の承認を得て再委託を行う場合、本仕様書に定める事項については、乙同

様、再委託先においても遵守するものとし、乙は再委託先がこれを遵守すること

に関して一切の責任を負う。 

(4)再委託先における情報セキュリティの確保については受託者の責任とする。 

(5)甲は、再委託先の技能や経験が本業務を実施できる水準に達していないと判断

した場合、承認を取り消すことができるものとする。 

 

10 その他 

(1)オリンピック・パラリンピックの出場を控えた選手をお迎えするため、万が一

にも怪我等のトラブルがあってはならない。来場者に対する注意はもちろんのこ

と、登壇する選手への対応についても細心の注意を払うこと。 

(2)パラリンピック出場予定の選手への応援として、障がい者の方が多く来場され

ることが想定される。サインや案内のほか、受付から席までの動線の設営にあた

っては、障がい者の方の立場に立った配慮を持って対応すること。 

(3)イベントの実施にあたっては、公益財団法人日本オリンピック委員会が策定す

る「オリンピック等の知的財団の使用に関するガイドライン」を遵守し、必要に

応じ事前に許可等必要な手続きを行うこと。 


